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平成 28年度 
第５回酒田市元気みらいワークショップ 
 

日時  10月22日(土) 14:00～17:00 

場所  平田総合支所３階 広域行政組合議場 

発表者 公募に申し込んでくださった19歳から５５歳までの12名の方々 

阿彦 さおり 高校講師 

小野寺 雅昭 中学教諭 

半田 優貴 会社員 

佐藤 美和 日向地区地域おこし協力隊 

佐藤 百恵 会社員 

皆川 未希 東北公益文科大学２年 

早坂 美穂 団体職員 

森  保弘 自営 

池田 友喜 会社役員 

鈴木 健史 会社役員 

山崎 侑斗 東北公益文科大学２年 

荒生 多喜 団体職員 

 

コメンテーター 丸山 至 酒田市長 

後藤 仁 酒田市議会議長 

村上 幸太郎 酒田市教育長 

日下部 諭紀 酒田青年会議所 

坂本 由美子 山形新聞社酒田支社編集部長 

原田 清廣 ふるさと新井田川を愛する会代表 

伊藤 爾 酒田のラーメンEXPO2016実行委員会 

 

ファシリテーター 遠藤智栄 氏 

仙台市在住。東北各地でまちづくりやNPO、ワークショップ等を支援。 

 

■事業提案発表会 

 今回は、ここまで４回のワークショップを通して、チームに分かれて検討してきた６つの事業

について提案発表していいただく回でした。 

 

〇今回の流れ 

（１）各チームの事業提案を発表   ６テーマ×１５分 

発表後、コメンテーターから質問や意見をいただきます 

～休憩～ 

（２）ポスターセッション  ２０分 

会場内・廊下に６テーマのポスターを掲示、 

ポスターの前で質疑応答や意見交換   

（３）会場に戻って、講評 

（４）参加者のふりかえり、一言 

                               司会 永田市長公室調整監 
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 ６チームの提案内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の発表会の会場は、旧平田町議場で、現在

は酒田地区広域行政組合の議場になっているとこ

ろです。 

  市民のアイデア・意見について、様々な人たち

が侃々諤々
かんかんがくがく

の議論を行う、それはまるで「議会の

原風景」なのではないか！という思いから議場で

の発表会を企画しました。 

 

Ｎ
ｏ

テーマ ▲困っている現状 ▲課題 ■提案内容 ●目標 ●効果（短期、中期） 発表者

1 若者と施設活用

・施設が活用しきれていな
い
・アーティストの発表の機会
が少ない
・アーティストの活動が知ら
れていない

・賑わっている場所が少
ない
・アーティストの発表の
機会が少ない

いきいきとした表現者が あふれる
街へ

・旧港座などを活用し
たアーティストのイベン
トへの助成

・施設が活用される
・賑わいの創出
・アーティスト発表の場
の増加

佐藤美和
佐藤百恵

2
市民が主役のま
ちづくり

・市民が市政に関心なし
酒田市の事業内容を酒田
市民が知らない
・行政サービスには限界が
ある

・無関心層と行政の接
点がない
・市民参画意識が低い

酒田版人生ゲームでまちづくりに
興味をもってもらう

酒田市民全員が酒田
市の現状を知ってもら
い、市民が様々な事
業を提案できる

・市政に対する市民の
関心層がアップ
・市政に関心をもち、
自発的にまちづくりへ
参画する市民が増え
る！

山崎

3
空き家キラキラ
人口増加構想

・人口減少…死亡数1,513
人、出生数718人
・空き家増加…酒田市把握
だけで1,660戸

・高齢化率…酒田市
31.4％（ある学区では
41.７８）
・出生数減少
・空き家の老朽化…火
災や倒壊の危険性増。

・空き家を体験宿泊施設として活
用
・空き家を学生向けシェアハウスに
・空き家解体費用補助制度

・酒田ファンを増や
す！
・人口増加！若い世代
がイキイキ
・地域活性化

交流人口（１週間から
１か月滞在）
『住みたい！』と思う人
が必ず増える！

森
荒生
皆川

4
ＩＴエンジニアの
育成

・ＩＴエンジニア（プログラマ）
の不足
→起業とＩＴがＳＥＴであるた
め
・起業する人（チーム）に技
術者が必須←新しい産業
（起業）が起きない
←若者流出、地方衰退

・学校で学んで身に付く
ものではない。
→場所、機会が少ない

・情報プラザの復活（ＮＥＯ）
・子ども達に遊びから入るプログラ
ミング教育
・新しい技術を仕事とする大人の
常駐
・公益大との連携
育成→採用→新規起業・新分野へ
の進出→採用増→要育成
のサイクルを作る

高校卒業後ＩＴエンジニ
アを目指す人→2020
年までに300人
（2020年から義務教育
化）

短期：ＩＴ人材が増加
中期：新しい産業の助
けとなる
人口流出の歯止め←
若者の仕事増
長期：日本版シリコン
バレー

池田

5
酒田愛不足～み
んなが観光大使
～

・若い子たちを中心に酒田
を深く知らない
・名物土産、名物料理が少
ない
・Ｕターン、Ｉターンが少な
い?!
・小中学生は酒田の勉強し
ているがそれを大人が知ら
ない

・地域の大人と関わる
機会が少ない

・対象：小中学生・高校生
酒田をＰＲするために小中高校生
で「酒田のいいところ探し」をして、
希望ホールで大人の前で発表す
る。

・酒田市民がどこに
行っても酒田をＰＲでき
るくらい酒田を知って
いること
・「やっぱり酒田がいい
な～」と思える街づくり

短期：酒田のいいとこ
ろを発信してもらえる
中期：観光客が増える
長期：Ｉターン、Ｕターン
が増える、人口が増え
る

半田
早坂

6
新井田川の中心
で酒田愛を叫
ぶ！！

・継続的な催しにつながり
にくい
・市民を巻き込みにくい
・若者が（部活や勉強に）
忙しくて誘いにくい
・廃校、廃墟が活かしきれ
ていない
・酒田に対する愛着が薄い
・酒田の歴史を知らない

・市民に愛着を持っても
らう
・酒田の歴史を知っても
らう
・新井田川をただの川
にしない
・川を使って観光につな
げる
・昔の活用方法を復活さ
せる

・観光客を対象としたイベントや景
観

・川のにぎわい（人、
物、文化が集まる）

・町がキレイになる
・愛着がわく
・酒田に帰ってきたくな
る

鈴木
阿彦
小野寺
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チェックイン 

 ファシリテーターの遠藤さんから、元気みらいワークショップの趣旨・これまでの活動経過、 

本日の発表会の進め方について説明がありました。 

  

 事前に付箋を配布しており、コメンテーターの皆さん、発表を聞いて感じたことや意見を記入

してもらいます。 
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事業提案 

１「酒田愛不足～みんなが観光大使」 発表者 半田優貴さん、早坂美穂さん 
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２「おもしぇ～市民主役のまちづくり」      発表者 山崎侑斗さん 
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３「ITエンジニアの育成」が創る酒田の未来」   発表者 池田友喜さん 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めに 起業体験イベント”Startup Weekend山形”の風景 
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４「人口増加構想と空き家減少対策」     

発表者 森保弘さん（荒生多喜さん、皆川未希さん） 
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５「新田川の中心で酒田愛を叫ぶ!!」    

発表者 小野寺雅昭さん、阿彦さおりさん、鈴木健史さん 
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６「若者と施設利用」         発表者 佐藤美和さん、佐藤百恵さん 
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各チームの発表に対してコメンテーターから、コメントをいただきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂本 由美子 氏  

山形新聞社酒田支社編集部長 

村上 幸太郎 

酒田市教育長 

後藤 仁 氏 酒田市議会議長 

原田 清廣 氏  ふるさと新井田川を愛する会代表 
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ポスターセッション 

事業提案のあと、各チームの提案ポスターを前に、「発表者」と「コメンテーター」と「発表

会を見に来てくれた方」が一緒になって、ポスターセッションを行いました。 

 発表中にメモした付箋を貼りながら、意見交換。異なる視点や同じ悩みを抱える人の声など、

さまざまな意見が飛び交いました。事業の種が更に大きく成長しているようでした。 
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ふりかえり 

市長から全体に対してコメントいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、元気みらいワークショップ参加者から、５ヶ月間のふりかえりをそれぞれ述べていた

だきました。 
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今後の予定 

 

 ・提案いただいた内容を、市役所の関連各課と参加者、市長公室が一緒に、「実現可能か、どのよ

うに事業化するか、既存事業へアイデアを取り入れて改善できるか」を検討します。 

 ・実現可能な提案については、予算要求し、来年度から形になるように進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気みらいワークショップ参加者のみなさま、５ヶ月間本当にありがとうございました。ワ

ークショップは終了ですが、ここから事業化に、向けた調整などが始まります。その話し合い

などにも参加していただくことになりますが、よろしくお願いいたします。 

 

 

元気みらいワークショップ 

テーマごとにワーク 

市民団体・NPO

等 

関係課の職員も

参加 

市長公室で整理・関係課と協議 

○実施可能性あり 

関係課と調整、次年度へ向けて計画 

 

▲事業実施困難 

事由等を説明 

 

 提 案 
参加者自らが実施 

 

庁議・調整会議等 

政策決定・予算要求 

事業の実施、改善 

フィードバック 


